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クリスマス
く り す ま す

と奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

の「祖国
そ こ く

」復帰
ふ っ き

を重ねて
かさ     

思
おも

うこと 

三笠

みかさ

教 会

きょうかい

 主任

しゅにん

司祭

しさい

 浜崎

はまさき

眞

まさ

実

み

 

 

 今年
ことし

の 12月

がつ

25日

にち

は、奄

あま

美

み

群島

ぐんとう

が日本

にほん

に

復帰

ふっき

して70年目

ねんめ

になります。14歳

さい

以上

いじょう

の人口

じんこう

の98%を超える

こ   

署名

しょめい

や断食

だんじき

など、復帰

ふっき

運動

うんどう

に

よって日本

にほん

に 「 戻る

もど  

」 こ と になり ま した 。

アメリカ側

あめりかがわ

からするとクリスマスプレゼント

く り す ま す ぷ れ ぜ ん と

との

意味

い み

もあったのかもしれません。 

 

＜北緯

ほくい

30度

ど

と 29度

ど

による線引き
せんび   

＞ 

敗戦

はいせん

によって日本

にほん

を 連合

れんごう

国軍

こくぐん

が 占 領

せんりょう

統治

とうち

することになりました。軍

ぐん

都

と

の横須賀

よこすか

は

デッカー
で っ か ー

司令官

しれいかん

に よ っ て 日本

にほん

軍国

ぐんこく

主義

しゅぎ

か ら

解放

かいほう

され 、 非軍事化

ひ ぐ ん じ か

と 民主化

みんしゅか

が進められて

すすめ      

現在

げんざい

の横須賀

よこすか

の街

まち

の基礎

き そ

がつくられたと言

い

わ

れます。彼
かれ

は第 4代
だい  だい

基地
き ち

司令官
しれいかん

として 1946年
ねん

に着 任
ちゃくにん

。市内
しない

の聖
せい

ヨゼフ
よ ぜ ふ

病 院
びょういん

や衣笠
きぬがさ

病 院
びょういん

、

横須賀
よこすか

学院
がくいん

、 栄光
えいこう

学園
がくえん

のほか多く
おお 

の医療
いりょう

、

教 育
きょういく

機関
きかん

の設立
せつりつ

を支援
しえん

したとのこと。そして

経済
けいざい

復興
ふっこう

にも 力
ちから

を注いだ
そそ    

とされています。そ

の同じ
おな  

頃
ころ

、1946年
ねん

には北緯
ほくい

30度
ど

以南
いなん

の奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

から沖縄
おきなわ

諸島
しょとう

に至る
いた  

琉 球
りゅうきゅう

弧
こ

と小笠原
おがさわら

諸島
しょとう

は日本
にほん

から切り離
き  はな

されました。これは GHQ

の「日本
にほん

の領 域
りょういき

」に関する
かん    

宣言
せんげん

によるものでし

た(通 称
つうしょう

「二
に

・二
に

宣言
せんげん

」と呼ばれます
よ     

)。その後
   あと

、

1952 年
ねん

4 月
がつ

28 日
にち

に サンフランシスコ講
さ ん ふ ら ん し す こ こ う

和条約
わじょうやく

が発効
はっこう

し北緯
ほくい

29度
ど

以北
いほく

の島々
しまじま

は日本
にほん

に返還
へんかん

されました。この日
ひ

は日本
にほん

の主権
しゅけん

回復
かいふく

の 日
ひ

と さ れ て い ま す が 、 奄
あま

美
み

で は 再び
ふたた 

切り捨てられた
き  す     

「痛恨
つうこん

の日
ひ

」として記憶
きおく

されてい

ます。 

 

＜米軍
べいぐん

の直 接
ちょくせつ

統治
とうち

による弾圧
だんあつ

＞ 

奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

は 米軍
べいぐん

統治
とうち

で 、 交通
こうつう

・ 送金
そうきん

・

商 取 引
しょうとりひき

の自由
じゆう

を奪われ
うば    

、 奄
あま

美
み

の 産 業
さんぎょう

は
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壊滅
かいめつ

状 態
じょうたい

に 追い込まれ
お  こ   

、 飢餓
き が

と 失 業
しつぎょう

が

広がりました
ひろ         

。アメリカ
あ め り か

から放出される
ほうしゅつ     

物資
ぶっし

を島
しま

の人々
ひとびと

が 購 入
こうにゅう

し、その金
かね

を軍
ぐん

政府
せいふ

は戦災
せんさい

復興
ふっこう

に当てて
あ   

いたとのこと。軍
ぐん

政府
せいふ

によって

与えられる
あた        

援助
えんじょ

は、もとは奄
あま

美
み

の人
ひと

たちのなけ

なしの金
かね

でした。この仕組み
し く  

は植民地
しょくみんち

支配
しはい

の

構造
こうぞう

と同じ
おな  

です。追い詰められた
 お   つ         

奄
あま

美
み

の人
ひと

たち

は、初めて
はじ    

本格的
ほんかくてき

に「NO!」の声
こえ

を上げました
あ     

。

それが復帰
ふっき

運動
うんどう

の始まり
はじ    

です(永田浩三
ながたこうぞう

『
「

奄
あま

美
み

の奇跡
きせき

』131 頁
ぺ-じ

)。8年
ねん

9ヶ月
かげつ

の 間
あいだ

、渡航
とこう

の

禁止
きんし

や集 会
しゅうかい

、 出 版
しゅっぱん

の自由
じゆう

も規制
きせい

され言論
げんろん

の

弾圧
だんあつ

など厳しい
きび    

生活
せいかつ

を強いられました
し     

。日本
にほん

「本土
ほんど

」は GHQ の司令
しれい

にもとづいて、日本
にほん

政府
せいふ

が 政策
せいさく

を 実施
じっし

す る 間接
かんせつ

統治
とうち

で し た が 、

切り離された
き  は な     

琉 球
りゅうきゅう

弧
こ

の島々
しまじま

や小笠原
おがさわら

諸島
しょとう

で

は米軍
べいぐん

による直 接
ちょくせつ

統治
とうち

でした。そのため日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

の 外
そと

に 置かれました
お     

。 こ の よ う な

状 況
じょうきょう

で「復帰
ふっき

運動
うんどう

」が起きた
お   

のです。 

 

＜祖国
そこく

復帰
ふっき

の祖国
そこく

とは＞ 

司祭
しさい

としての駆け出し
か  だ  

の頃
ころ

、「新ガイドライン
し んがいどらいん

(日米
にちべい

防衛
ぼうえい

協 力
きょうりょく

に関する
かんする

指針
ししん

)」や「 周 辺
しゅうへん

事態
じたい

法案
ほうあん

」が提起
ていき

され、喜界
きかい

島
じま

に 防 衛 庁
ぼうえいちょう

が

通信
つうしん

傍受
ぼうじゅ

施設
しせつ

(通 称
つうしょう

「象
ぞう

のオリ
お り

」)を建設
けんせつ

しよ

うとしているなかで、「奄
あま

美
み

の自然
しぜん

と平和
へいわ

を守る
まも  

郡
ぐん

民
みん

会議
かいぎ

」が結成
けっせい

され、仲間
なかま

に入れて
い   

もらいま

した。そのようなつながりから、12月
がつ

25日
にち

の

「復帰
ふっき

の日
ひ

」の集 会
しゅうかい

にも参加
さんか

しました。その際
さい

、

復帰
ふっき

運動
うんどう

を担って
にな    

こられた人
ひと

に、「復帰
ふっき

運動
うんどう

が

スローガン
す ろ ー が ん

とした＜祖国
そこく

復帰
ふっき

＞の祖国
そこく

とはどこ

なのでしょう」と問いかけた
と     

ことがあります。奄
あま

美
み

の人
ひと

たちは大日本
だいにっぽん

帝国
ていこく

憲法
けんぽう

の日本
にほん

ではな

く、基本的
きほんてき

人権
じんけん

の 尊 重
そんちょう

や 国民
こくみん

主権
しゅけん

そして

平和
へいわ

主義
しゅぎ

を 原則
げんそく

とする 日本
にっぽん

国
こく

憲法
けんぽう

のある

「祖国
そこく

」に帰ろう
かえ    

としたはずです。それなのに、

軍事化
ぐんじか

が進められ
すす      

、 奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

振興
しんこう

開発
かいはつ

特別
とくべつ

措置法
そちほう

の補助
ほじょ

金
きん

が自然
しぜん

を壊し
こわ  

ヤマト
や ま と

に 還 流
かんりゅう

し

ていました。 現在
げんざい

では、 象
ぞう

のオリ
お り

どころか

自衛隊
じえいたい

のミサイル
み さ い る

基地
き ち

が建設
けんせつ

され、「貯蔵庫
ちょぞうこ

」と

の看板
かんばん

で「弾薬庫
だんやくこ

」も設置
せっち

されています。 

奄
あま

美
み

を離れて
はな    

20年
ねん

以上
いじょう

経ち
た  

、改めて
あらた   

復帰
ふっき

運動
うんどう

を振り返る
ふ   かえ  

と、単
たん

に米軍
べいぐん

統治
とうち

からの解放
かいほう

を喜ぶ
よろこ 

だけでなく、そこには複雑
ふくざつ

な事情
じじょう

がある

ことにも気づかされます
き     

。奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

の人
ひと

たちは

1609年
ねん

の薩摩
さつま

による侵 略
しんりゃく

以来
いらい

、「 琉 球
りゅうきゅう

で

もないヤマト
や ま と

でもない」という二重
にじゅう

の疎外
そがい

に

置かれました
お     

。その 状 態
じょうたい

でかつての薩摩藩
さつまはん

の

圧政
あっせい

を記憶
きおく

したまま、薩摩
さつま

がその成立
せいりつ

に大きく
お お   

関わった
かか      

近代
きんだい

日本
にほん

を「祖国
そこく

」と見
み

なして「祖国
そこく

日本
にほん

」への復帰
ふっき

を求めた
もと    

のです。 

 

＜同化
どうか

は平 等
びょうどう

社会
しゃかい

を目指す
め ざ  

のではなく差別
さべつ

に

よる序列化
じょれつか

を 促
うなが

す＞ 

復帰
ふっき

運動
うんどう

の 終 盤
しゅうばん

、 1953 年
ねん

に は

サンフランシスコ
さ ん ふ ら ん し す こ

講和
こうわ

条 約
じょうやく

第３条
だい じょう

に 対する
たい    

考え方
かんが かた

の違い
ちが  

から、これまでの 条 約
じょうやく

第３条
だい じょう

撤廃
てっぱい

と信託
しんたく

統治
とうち

絶対
ぜったい

反対
はんたい

の声
こえ

をあげるべき

ではないとの立場
たちば

が強く
つよ  

なりました。そのことに
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ついて、復帰
ふっき

運動
うんどう

が「 排 琉 拝
はいりゅうはい

薩
さつ

反 共
はんきょう

」の

流れ
なが  

になったとの指摘
してき

もあります。それは帰属
きぞく

を

求め
もと  

、差別
さべつ

から逃れよう
のが     

と同化
どうか

こそ唯一
ゆいいつ

の道
みち

だ

と選択
せんたく

したということなのでしょうか。 

条 約
じょうやく

第３条
だい じょう

は、アメリカ
あ め り か

が「潜在的
せんざいてき

主権
しゅけん

」

というトリック
と り っ く

を使いながら
つか       

、軍事
ぐんじ

基地
き ち

を自由
じゆう

に

置く
お  

ことができる、そんな欺瞞
ぎまん

に満ちた
み   

条 項
じょうこう

で

した。それに抗う
あらが 

ことは自然
しぜん

なことで、奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

の人
ひと

たちの総意
そうい

のはずです。しかしその

総意
そうい

が 崩れた
くず    

の で す 。 現在
げんざい

ミサイル
み さ い る

基地
き ち

が

置かれて
お    

いるのは、ヤマト
や ま と

(日本
にほん

)に帰属
きぞく

しても

差別
さべつ

が続いて
つづ    

いるしるしなのでしょう。奄
あま

美
み

の

復帰
ふっき

運動
うんどう

に参加
さんか

した若者
わかもの

たちは、軍隊
ぐんたい

が支配
しはい

する奄
あま

美
み

や沖縄
おきなわ

であってはならない、との思い
おも  

で立ち上がった
た  あ    

はずだからです。 

同化
どうか

によって差別
さべつ

はなくなるものではありま

せん。差別者
さべつしゃ

が自ら
みずか 

の加害者性
かがいしゃせい

を自覚
じかく

し、差別
さべつ

を止める
と   

ことでしか差別
さべつ

はなくならないからです。

野村浩也
のむらひろや

さんは同化
どうか

政策
せいさく

について吉野
よしの

作造
さくぞう

の

定義
ていぎ

を 紹 介
しょうかい

し、「同化
どうか

とは、『 全然
ぜんぜん

日本人
にほんじん

と

同じ
おな  

者
もの

になれと云
い

ふのではなく』、日本人
にほんじん

とはま

ったく異なった
こと     

劣位
れつい

の人間
にんげん

になれ、ということ

なのである。また『日本人
にほんじん

の云
い

ふ通り
とお  

の者
もの

になれ

といふ要 求
ようきゅう

』とは、日本人
にほんじん

の言いなり
い    

になるよ

うな 従 順
じゅうじゅん

な身体
からだ

になれ、という要 求
ようきゅう

なのだ」

( 『
「

無意識
むいしき

の 植民地
しょくみんち

主義
しゅぎ

 増補
ぞうほ

改訂版
かいていばん

』 114

頁
ぺ-じ

)と説明
せつめい

します。同化
どうか

は平 等
びょうどう

社会
しゃかい

へ向かう
む   

のではなく、全く
まった 

逆
ぎゃく

の差別
さべつ

による序列化
じょれつか

の

プロセス
ぷ ろ せ す

です。序列化
じょれつか

によって自ら
みずか 

を劣等
れっとう

な

存在
そんざい

と位置づける
い ち    

ように促され
うなが   

、それを内面化
ないめんか

させられるのです。 

ガリラヤ
が り ら や

で生きた
い   

イエス
い え す

は、抑圧
よくあつ

と差別
さべつ

によ

って極貧
ごくひん

に追い込まれて
お   こ      

いたガリラヤ
が り ら や

の民 衆
みんしゅう

と差別
さべつ

の境 界
きょうかい

線
せん

を壊す
こわ  

ことで、 平 等
びょうどう

社会
しゃかい

を

目指しました
め ざ     

。今年
ことし

のクリスマス
く り す ま す

は、奄
あま

美
み

群島
ぐんとう

の

復帰
ふっき

運動
うんどう

の 先人
せんじん

た ち の 願い
ねが  

と ガリラヤ
が り ら や

で

生きた
い   

イエス
い え す

の 誕 生
たんじょう

を重ねながら
かさ        

祝
いわ

いたいも

のです。 

 

 

------------------------------------------------------------------------ 
 

２０２３年
ねん

12月
がつ

の予定
よ て い

 

11月
がつ

５日
にち

（日
にち

）に 行
おこな

われた教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

の報告
ほうこく

です。 

＜典礼暦
てんれいれき

と行事
ぎょうじ

・活動
かつどう

＞ 

１２月 ２日（土）福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

     ３日（日）待降
たいこう

節
せつ

第
だい

１主
しゅ

日
じつ

（B年
ねん

）  

          教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

、典礼
てんれい

部会
ぶかい

 



4 

 

 

      ９日（土）１３：００～ 藤野
ふじの

豊
ゆたか

氏
し

 講演会
こうえんかい

 

「ハンセン病
はんせんびょう

差別
さべつ

につて 考
かんが

える」 福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

   １０日（日）待降
たいこう

節
せつ

第
だい

２主
しゅ

日
じつ

 

          １１：００ 学
まな

びなおし講座
こうざ

「旧 約
きゅうやく

全書
ぜんしょ

を読
よ

む」浜崎師
はまさきし

 

   １７日（日）待降
たいこう

節
せつ

第
だい

３主
しゅ

日
じつ

  

          待降
たいこう

節
せつ

黙想会
もくそうかい

 山内
やまうち

 堅
けん

治
じ

神父
しんぷ

様
さま

（聖
せい

パウロ会
ぱ う ろ か い

） 

          教 会
きょうかい

学校
がっこう

 

   ２４日（日）待降
たいこう

節
せつ

第
だい

４主
しゅ

日
じつ

 

          １０時
じ

ミサ後
み さ ご

クリスマスパーティー
く り す ま す ぱ ー て ぃ ー

 

                    ９：００ 「マルコ
ま る こ

福音書
ふくいんしょ

を読
よ

む」福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

         １５：００ 英語
えいご

ミサ
み さ

 

         １９：００ 主
しゅ

の降誕
こうたん

（夜半
やはん

）「外
がい

国籍
こくせき

の人々
ひとびと

と共
とも

に捧
ささ

げるミサ
み さ

」 

   ２５日（月）主
しゅ

の降誕
こうたん

（日 中
にっちゅう

）ミサ
み さ

なし 

    ３１日
  

（日）聖
せい

家族
かぞく

 

 

２０２４年１月１日（月）１１：００ 新年
しんねん

ミサ
み さ

 

 

 

 

☆１２月３日（日）から典礼暦
てんれいれき

B年
ねん

に入
はい

りました。２４日（日）午前
ごぜん

１０時
じ

のミサ
み さ

は待降
たいこう

節
せつ

第
だい

４主
しゅ

日
じつ

の典礼
てんれい

で 行
おこな

われます。主
しゅ

のご降誕
こうたん

のミサ
み さ

は、三笠
みかさ

教 会
きょうかい

では２４日午後
ご ご

７時
じ

からの夜半
やはん

ミサ
み さ

（外
がい

国籍
こくせき

の人々
ひとびと

と共
とも

に捧
ささ

げるミサ
み さ

）です。 

２５日（月）の降誕祭
こうたんさい

（日 中
にっちゅう

）は、大津
おおつ

教 会
きょうかい

で午前
ごぜん

９：３０から浜崎
はまさき

神父
しんぷ

様
さま

司式
ししき

のミサ
み さ

に 与
あずか

れます。ご承知
しょうち

頂
いただ

きますようお願
ねが

いします。 

尚
なお

、クリスマスパーティー
く り す ま す ぱ ー て ぃ ー

は２４日午前
ごぜん

１０時
じ

ミサ後
み さ ご

に 行
おこな

います。 
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福音
ふくいん

宣教
せんきょう

部会
ぶ か い

からのお知
し

らせ 

 

一年
いちねん

をふりかえって 

 「学
まな

びなおし」はそれぞれ月
つき

１回
かい

の「旧 約
きゅうやく

全書
ぜんしょ

を読
よ

む」と「マルコ
ま る こ

福音書
ふくいんしょ

を読
よ

む」でした。

記憶
きおく

に残
のこ

るのは、集会後
しゅうかいご

の雑談
ざつだん

タイム
た い む

に語
かた

り出
だ

す人
ひと

が増
ふ

えたことです。「語
かた

りたい人
ひと

っ

てこんなにいるんだ」というのが正 直
しょうじき

な

印 象
いんしょう

です。 

 「出
で

かける 教 会
きょうかい

」は、「人権
じんけん

・基地
き ち

・気候
きこう

正義
せいぎ

」をテーマ
て ー ま

とした外部
がいぶ

講師
こうし

による講演会
こうえんかい

とイベント
い べ ん と

でした。結果的
けっかてき

に１年間
ねんかん

で９回
かい

の

開催
かいさい

となり、ほぼ毎月
まいつき

１回
かい

の土曜
どよう

午後
ご ご

の

イベント
い べ ん と

はなんとか定 着
ていちゃく

したのかなと思
おも

っ

ています。思
おも

いかえすと、さまざまな講師
こうし

か

ら今
いま

まで知
し

らなかったこと、 考
かんが

えたことも

なかったことを学
まな

べたと、講師
こうし

をつとめてい

ただいた方々
かたがた

には 改
あらた

めて感謝
かんしゃ

いたします。

また、講師
こうし

を囲
かこ

んでの茶話会
さわ か い

で市民
しみん

活動
かつどう

に

参加
さんか

している人
ひと

たちと交 流
こうりゅう

できたのは大
おお

きな収 穫
しゅうかく

でした。茶話会
さわ か い

がこんなに盛
も

り上
あ

がろうとは、主催者
しゅさいしゃ

として予想
よそう

していないこ

とでした。 
 

２０２４年度
ねんど

へ向
む

けて 

 「出
で

かける教 会
きょうかい

、共
とも

に歩
あゆ

む教 会
きょうかい

になろ

う」ということをめざして、復活
ふっかつ

祭
さい

以降
いこう

の

企画
きかく

を 考
かんが

えているところです。この一年
いちねん

、

特
とく

に「基地
き ち

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

を 考
かんが

える集
つど

い」の

過程
かてい

で、横須賀
よ こ す か

というこの街
まち

の特殊
とくしゅ

さ、

宿 命
しゅくめい

を 考
かんが

えざるを得
え

ませんでした。

横須賀
よ こ す か

は沖縄
おきなわ

ほどではないにしても、

首都圏
しゅとけん

のはずれの東 京
とうきょう

湾頭
わんとう

のポイント
ぽ い ん と

にあ

る軍事
ぐんじ

基地
き ち

集積地
しゅうせきち

として、かなり特殊
とくしゅ

な

宿 命
しゅくめい

を背負
せ お

わされた街
まち

であると言
い

わざる

を得
え

ないと痛感
つうかん

しています。このようなこと

を年間
ねんかん

テーマ
て ー ま

として地域
ちいき

の方々
かたがた

と深
ふか

めてい

けたらと願
ねが

っています。 

 「街
まち

の歩
あゆ

みと共
とも

に歩
あゆ

む」という意味
い み

では２０

２４年
ねん

の横須賀
よ こ す か

では次
つぎ

のようなことが予測
よそく

されています。 

 年度
ねんど

後半
こうはん

に原子力
げんしりょく

空母
くうぼ

「ロナルド
ろ な る ど

・レーガン
れ ー が ん

」

が「ジョージ
じ ょ ー じ

・ワシントン
わ し ん と ん

」に交代
こうたい

することが

予定
よてい

されています。 

 来年
らいねん

は市
し

是
ぜ

ともなっている「平和
へいわ

産 業
さんぎょう

都市
と し

横須賀
よ こ す か

」の法的
ほうてき

根拠
こんきょ

ともなった「 旧
きゅう

軍港
ぐんこう

市
し

転換法
てんかんほう

」（いわゆる「軍転法
ぐんてんほう

」）の施行
しこう

７５周 年
しゅうねん

という節目
ふしめ

の年
とし

に当
あ

たっています。 

 ２月
がつ

には「横須賀
よ こ す か

火力
かりょく

発電所
はつでんしょ

稼働
かどう

差
さ

し止
と

め

訴訟
そしょう

控訴審
こうそしん

」の判決
はんけつ

が東 京
とうきょう

高等
こうとう

裁判所
さいばんしょ

で

言
い

い渡
わた

されます。 

 このような街
まち

の歩
あゆ

みと共
とも

に歩
あゆ

めたらと

希望
きぼう

しています。 
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新
あたら

しい体験
たいけん

 

 新
あたら

しい体験
たいけん

へ踏
ふ

み出
だ

すと、不思議
ふ し ぎ

なこと

に自分
じぶん

を外
そと

から見
み

るという感覚
かんかく

を持
も

った人
ひと

は多
おお

いのではないかと思
おも

います。「自分
じぶん

の街
まち

へ出
で

かける」「自分
じぶん

の街
まち

の課題
かだい

と共
とも

に歩
あゆ

む」

「そういう活動
かつどう

をしている人
ひと

と共
とも

に歩
あゆ

む」た

ったこれだけのことでも、決定的
けっていてき

に 新
あたら

しい

体験
たいけん

だと思
おも

います。一歩
いっぽ

あゆみだしてしまえ

ばなんということはないことでも、その一歩
いっぽ

が限
かぎ

りなく遠
とお

いものに思
おも

えます。「後期
こうき

高齢者
こうれいしゃ

が思春期
ししゅんき

をやってどうするの！」揶揄
や ゆ

されながらの一年
いちねん

でした。 

 

 

 

 

１月
がつ

～２月
がつ

のイベント
い べ ん と

 

1月 27日（土）13:00 ハンセン病
はんせんびょう

問題
もんだい

・ 誤
あやま

った国
くに

の政策
せいさく

で差別
さべつ

と偏見
へんけん

の中
なか

を生
い

きて 

きた家族
かぞく

（ハンセン病
はんせんびょう

家族
かぞく

訴訟
そしょう

当事者
とうじしゃ

の 話
はなし

） 

2月 10日（土）13:00 基地
き ち

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

をめぐる学 習
がくしゅう

体験
たいけん

の交 流 会
こうりゅうかい

 

          （第
だい

３回
かい

・基地
き ち

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

を 考
かんが

える集
つど

い） 

今
いま

なにがおきているのか……街
まち

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

 

12月 3日（日）13:30 空母
くうぼ

母港化
ぼ こ う か

５０年
ねん

シンポ
し ん ぽ

・市民
しみん

の会
かい

総会
そうかい

（産 業
さんぎょう

交 流
こうりゅう

プラザ
ぷ ら ざ

） 

12月 17日（日）13:30 いらない原子力
げんしりょく

空母
くうぼ

冬
ふゆ

のパレード
ぱ れ ー ど

（ヴェルニー
う ゛ ぇ る に ー

公園
こうえん

集 合
しゅうごう

） 

2月 22日（木）11:00 横須賀
よ こ す か

火力
かりょく

訴訟
そしょう

控訴審
こうそしん

の判決
はんけつ

（東 京
とうきょう

高等
こうとう

裁判所
さいばんしょ

） 

 

１１月
がつ

のイベント
い べ ん と

で講師
こうし

をつとめていただいたみなさんからメッセージ
め っ せ ー じ

をいただきまし

た。講師
こうし

のみなさんにはメッセージ
め っ せ ー じ

をありがとうございました。 

（名生
め お

 尚
たか

雄
お

） 
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横須賀
よ こ す か

の旧軍
きゅうぐん

転用
てんよう

財産
ざいさん

と基地
き ち

について 

原子力

げんしりょく

空母

くうぼ

の横須賀

よ こ す か

母港化

ぼ こ う か

を 考

かんが

える市民

しみん

の会

かい

  呉

ご

東

とう

 正彦

まさひこ

 

 

 戦前

せんぜん

の横須賀

よ こ す か

は旧 軍

きゅうぐん

施設

しせつ

が次々

つぎつぎ

と

拡 張
かくちょう

され、市
し

の主要部
しゅようぶ

の 18,892,903㎡

（現在
げんざい

市域
しいき

の約
やく

18％）を占
し

めていまし

た。その拡 張
かくちょう

のために、自分
じぶん

たちの土地
と ち

を半 強 制 的
はんきょうせいてき

に立退
たちの

かされた人
ひと

達
たち

も多
おお

く

います。また海軍
かいぐん

や海軍
かいぐん

工 廠
こうしょう

に勤
つと

める

人達
ひとたち

が全国
ぜんこく

から集
あつ

まり人口
じんこう

が急 増
きゅうぞう

し

て、都市
と し

計画
けいかく

のない無秩序
むちつじょ

な住 宅
じゅうたく

建設
けんせつ

が、横須賀
よ こ す か

基地
き ち

周 辺
しゅうへん

の山
やま

の上
うえ

まで 行
おこな

わ

れてしまいました。その結果
けっか

敗戦
はいせん

により

軍
ぐん

用地
ようち

が米軍
べいぐん

に接 収
せっしゅう

されると、横須賀
よ こ す か

市民
しみん

は産 業
さんぎょう

活動
かつどう

と 働
はたら

く場
ば

がなくなって

困 窮
こんきゅう

状 態
じょうたい

に 陥
おちい

りました。そこで

軍用地
ぐんようち

を復興
ふっこう

のために活用
かつよう

しようと市民
しみん

ぐるみの運動
うんどう

が起
お

こり、 旧
きゅう

軍用
ぐんよう

財産
ざいさん

を

平和
へいわ

産 業
さんぎょう

港湾
こうわん

都市
と し

に転換
てんかん

するため無償
むしょう

又
また

は低額
ていがく

で払下
はらいさ

げできることを内
ない

容
よう

とす

る旧 軍 港
きゅうぐんこう

市
し

転換法
てんかんほう

が、市民
しみん

の住 民
じゅうみん

投 票
とうひょう

を経
へ

て昭和
しょうわ

25年
ねん

に施行
しこう

されました。

そして軍用地
ぐんようち

のうち約 30％が市
し

・県
けん

・国
くに

等
とう

の公 共
こうきょう

施設
しせつ

となり、約 20％が民間
みんかん

に

払下
はらいさ

げられて日産
にっさん

自動車
じどうしゃ

等
とう

を初
はじ

めとする

工 業
こうぎょう

団地
だんち

が作
つく

られました。しかし約
やく

17.

8％は米軍
べいぐん

基地
き ち

として残
のこ

され、約
やく

15％は

自衛隊
じえいたい

基地
き ち

となったのです。その結果
けっか

コースカ
こ ー す か

、芸 術
げいじゅつ

劇 場
げきじょう

、久里
く り

浜
はま

花
はな

の国
くに

、

不入斗
いりやまず

競 技 場
きょうぎじょう

等
とう

、横須賀
よ こ す か

の主要
しゅよう

な

公 共
こうきょう

施設
しせつ

や工 場
こうじょう

は返還
へんかん

された軍用地
ぐんようち

に

作
つく

られ、まちづくりと発展
はってん

の核
かく

となり、

官民
かんみん

あげて基地
き ち

の集 約
しゅうやく

と返還
へんかん

を市
し

是
ぜ

と

して求
もと

めてきたのです。 

ところが最近
さいきん

基地
き ち

返還
へんかん

の動
うご

きが止
と

まる

と共
とも

に、返還
へんかん

された民間
みんかん

・市有
しゆう

の軍転
ぐんてん

財産
ざいさん

が自衛隊
じえいたい

基地
き ち

となる動
うご

きが顕著
けんちょ

で、

返還
へんかん

予定
よてい

だった比与宇
ひ よ う

弾薬庫
だんやくこ

が整備
せいび

強化
きょうか

 

され、長浦
ながうら

市営
しえい

桟橋
さんばし

が自衛隊
じえいたい

桟橋化
さんばしか

し、

関東
かんとう

自動車
じどうしゃ

、ベイスターズ
べ い す た ー ず

練 習 場
れんしゅうじょう

跡地
あとち

も自衛隊
じえいたい

基地
き ち

に戻
もど

りました。米軍
べいぐん

基地
き ち

も

浦郷
うらごう

弾薬庫前
だんやくこまえ

の提 供
ていきょう

水域
すいいき

が拡大
かくだい

し、

ピア
ぴ あ

５前
まえ

の一般
いっぱん

水域
すいいき

が米軍
べいぐん

のため浚 渫
しゅんせつ

されるなどの動
うご

きが目立
め だ

ちます。基地
き ち

の

存在
そんざい

が企業
きぎょう

誘致
ゆうち

や道路
どうろ

新設
しんせつ

等
とう

の障 害
しょうがい

と

なり、町
まち

のイメージ
い め ー じ

低下
ていか

を招
まね

くことも含
ふく

め、私 達
わたしたち

は今
いま

こそ戦後
せんご

横須賀
よ こ す か

の市是
し ぜ

であ

る基地
き ち

の集 約
しゅうやく

返還
へんかん

による平和
へいわ

産 業
さんぎょう

都市
と し

を市民
しみん

ぐるみで追 求
ついきゅう

すべきでしょう。 
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高校生
こうこうせい

平和
へ い わ

大使
た い し

と「空母
く う ぼ

母港
ぼ こ う

5 0年
ねん

」パンフ
ぱ ん ふ

 

非核

ひかく

市

し

宣言

せんげん

運動

うんどう

・ヨコスカ

よ こ す か

／ヨコスカ

よ こ す か

平和

へいわ

船団

せんだん

  新倉

にいくら

 裕史

ひろし

 

 

 三笠

みかさ

教 会

きょうかい

のおとなり三笠

みかさ

公園

こうえん

で、毎年
まいとし

10月
がつ

「ピース
ぴ ー す

・フェスティバル
ふ ぇ す て ぃ ば る

」という平和
へいわ

の

お 祭
まつり

が開催
かいさい

されています。横須賀
よ こ す か

基地
き ち

の

1000分
ぶん

の１の立体
りったい

模型
もけい

、「トマホーク
と ま ほ ー く

」の

実物
じつぶつ

大模型
だいもけい

展示
てんじ

。会
かい

場 内
じょうない

にはミニ
み に

SL が走
はし

り、模擬店
も ぎ て ん

では料理
りょうり

や飲
の

み物
もの

が並
なら

びます。

軍港
ぐんこう

クルーズ
く る ー ず

も大人気
だいにんき

です。 

● コロナ
こ ろ な

で中止
ちゅうし

だったのですが、今年
こと し

10

月
がつ

22日
にち

、4年
ねん

ぶりの開催
かいさい

となりました。

市民
しみん

吹奏
すいそう

楽団
がくだん

やよろずピース
ぴ ー す

BAND の

演奏
えんそう

が続
つづ

くステージ
す て ー じ

では、高校生
こうこうせい

平和
へいわ

大使
たいし

のスピーチ
す ぴ ー ち

も。 

 「母港
ぼこう

50年
ねん

 横須賀
よ こ す か

の空母
くうぼ

がしてきたこと」

を拝読
はいどく

し、この冊子
さっし

の中
なか

で、ここ横須賀
よ こ す か

の地
ち

が空母
くうぼ

の母港
ぼこう

となることで厚木
あつぎ

の空
そら

を

艦載機
かんさいき

が横断
おうだん

し、 住
じゅう

宅地
たくち

への墜落
ついらく

、騒音
そうおん

と

いった害
がい

をもたらしていることに関
かん

して、

「横須賀
よ こ す か

の空
そら

が静
しず

かな理由
りゆう

を知
し

らないままで

いいのか」という一文
いちぶん

に、 私
わたし

自身
じしん

はっとさ

せられるものがありました。 私
わたし

は身近
みぢか

に

基地
き ち

のない場所
ばしょ

に暮
く

らしています。しかしこ

のことは、基地
き ち

問題
もんだい

に無頓着
むとんちゃく

でいていい

理由
りゆう

にはなりません。日本
にほん

で暮
く

らすものとし

て、横須賀
よ こ す か

の空母
くうぼ

問題
もんだい

、全国
ぜんこく

の基地
き ち

問題
もんだい

を、

自分
じぶん

の問題
もんだい

として見
み

つめる必要
ひつよう

があると感
かん

じました」 

● 「空母
くうぼ

母港
ぼこう

50年
ねん

」パンフ
ぱ ん ふ

は、新聞
しんぶん

各紙
かくし

に

取
と

り上
あ

げられ、販売数
はんばいすう

は 1000冊
さつ

を超
こ

えま

した。 

 今
いま

、空母
くうぼ

は原子力
げんしりょく

推進
すいしん

となって、三笠
みかさ

教 会
きょうかい

から 1.3km の場所
ばしょ

に停泊
ていはく

しています。

横須賀
よ こ す か

がなぜ空母
くうぼ

の母港
ぼこう

となったのか。空母
くうぼ

の 50年
ねん

はこの街
まち

をどんなふうに変
か

えたのか。

小
ちい

さな冊子
さっし

ですが、ひとつの「歴
れき

史書
し し ょ

」とし

てまとめました。平坂
ひらさか

を登
のぼ

り切
き

って右折
うせつ

した

中里
なかざと

商店街
しょうてんがい

。図書館
としょかん

につながる坂
さか

の手前
てまえ

の「Books & Cafe Amis（エイミス
え い み す

）」さんで

購 入
こうにゅう

できます。1冊
さつ

200円
えん

です。 
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韓国
かんこく

カトリック
か と り っ く

気候
き こ う

行動
こうどう

からのメッセージ
め っ せ ー じ

 

韓国

かんこく

カトリック

か と り っ く

気候

きこう

変動

へんどう

教 育

きょういく

チーム

ち ー む

 オ

お

・ヒョナ

ひ ょ な

  

 

成 長

せいちょう

主義

しゅぎ

や資本

しほん

主義

しゅぎ

を批判

ひはん

すること

に拒否感

きょひかん

を覚

おぼ

える信徒
しんと

が韓国
かんこく

にもいる

ことは事実
じじつ

です。でもそんな中
なか

で回
かい

勅
ちょく

「ラウダート
ら う だ ー と

・シ
し

」が今日
こんにち

の教 会
きょうかい

の進
すす

むべき方向
ほうこう

を提示
ていじ

してくれます。 

 不平等
ふびょうどう

と気候
きこう

危機
き き

の深刻
しんこく

さの原因
げんいん

を

省察
せいさつ

して、カトリック
か と り っ く

信者
しんじゃ

として何
なに

を

なすべきか質問
しつもん

を投
な

げかける必要
ひつよう

があ

ります。 

 どうすればいいのか漠然
ばくぜん

と 考
かんが

えてい

る信徒
しんと

には今
いま

までに 行
おこな

ってきた具体的
ぐたいてき

な行動
こうどう

で例示
れいじ

します。簡単
かんたん

なこと、小
ちい

さなことから徐々
じょじょ

に実践
じっせん

を積
つ

み重
かさ

ねま

す。そうすればゆっくりだけれど確実
かくじつ

な

変化
へんか

が 現
あらわ

れます。 

 例
たと

えばホンチョン
ほ ん ち ょ ん

は保守的
ほしゅてき

な農村
のうそん

地域
ちいき

ですが、カトリック
か と り っ く

教 会
きょうかい

が

一年間
いちねんかん

、５分間
ふんかん

映像
えいぞう

などで教 育
きょういく

実践
じっせん

を実施
じっし

したところ、その後
ご

に 行
おこな

われた

「カトリック
か と り っ く

気候
きこう

大行進
だいこうしん

」では、６０

０人
にん

が参加
さんか

し、ホンチョン
ほ ん ち ょ ん

からの参加者
さんかしゃ

がいちばん多
おお

いということになりまし

た。最近
さいきん

ではお弁当
べんとう

も肉 食
にくしょく

はやめよ

うということになっています。 

 社会
しゃかい

運動
うんどう

に参加
さんか

しているというより

も、キリスト者
き り す と し ゃ

としての自分
じぶん

の義務
ぎ む

と

活動
かつどう

という次元
じげん

から始
はじ

めれば着 実
ちゃくじつ

に

行動
こうどう

は広
ひろ

がると信
しん

じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


